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　武蔵野大学は東京都内の武蔵野と有
明に２つのキャンパスを持つ。２年次
以降は学部・学科によってキャンパス
が分かれるが、１年次は全員が武蔵野
キャンパスで学ぶ。2010年度から、初
年次共通基礎課程「武蔵野BASIS」を
全学部に必修として課している。同大
学には、教養担当の専任教員が所属す
る「教養教育部会」が、各学部と並ぶ
組織として存在する。この改革は、学
部ではなく同部会が主導した。
　「武蔵野BASIS」の目的は、専門課

程を学ぶため、また社会を生き抜くた
めに必要な「自己基礎力」を身に付け
ることだ。「建学科目」や体育の「心
とからだ」、コンピュータやレポートの
書き方に関する「学問を学ぶための基
礎」、英語を中心に学ぶ「外国語」、
教養やキャリア開発をテーマとする
「自己理解・他者理解」の４カテゴリ
からなる。うち複数の科目で、学部・
学科混成のクラス分けがなされる。
　「武蔵野BASIS」の中核は、「自
己理解・他者理解」カテゴリの科目
「基礎セルフディベロップメント（リ
ベラル・アーツ７科）」（以下、基礎
セルフ）。約60人のクラス編成で、哲

学、現代学、数理学、世界文学、社会
学、地球学、歴史学の７テーマのいず
れかからスタートし、３週間ずつ順番
に学ぶ（図表１）。１回の授業は２時
限連続。１時限目は講義、２時限目は
グループワーク。異分野の学生との議
論、協働を通して成長を促す。
　成果発表のある最後の６週間は、グ
ループワークに特化した授業になる。
７分野からグループごとに興味のある
１分野を選び、自由にテーマを決めて
Ａ４判８ページの資料を作成し、プレ
ゼンテーションをする（図表２）。
　授業名の「セルフディベロップメン
ト」には、「自分の知を開発する」とい

事例②

武蔵野大学の１年生は、全員が武蔵野キャンパスで共通課程を学ぶ。
核となるのは、他学部の仲間と共に７分野の学問を順に学ぶ教養科目だ。
新キャンパス設置による一体感喪失への危機感を背景に
カリキュラム刷新にあたっては、学内体制から見直しを図った。
大学で学ぶ「知」について考えるきっかけを新入生に与えている。

武蔵野大学

 学部の壁を越えた混成型授業で
 大学の核となる教養教育を構築

専門課程同様の授業水準で
知のインパクトを与える

【図表１】基礎セルフディベロップメント（リベラル・アーツ７科）で学ぶ分野 【図表２】成果発表のために学生が作成した資料

※７つのテーマを虹の７色に例え、７色の頭文字“VIBGYOR”をクラス編成に用いている。
　それぞれの頭文字（色）に５つずつクラスがあり、その５クラス単位でテーマを渡り歩いていく。
　したがって学ぶ時期は、どの頭文字（色）に属するかによって異なる。上記はVクラスの場合の例。

リ ベ ラ ル ・ ア ー ツ

哲学

認識と叡智を学ぶ
［思想・倫理・宗教］

現代学

国家と世界を学ぶ
［政治・多文化・経済］

数理学

数学的考えを学ぶ
［統計・物理・化学］

世界文学

創造と生き方を学ぶ
［芸術・美術・文化］

地球学

自然と人間を学ぶ
［生命・生物・宇宙］

歴史学

事実と時空を学ぶ
［地理・民俗・習慣］

成果発表

プレゼンテーション
グループワークの集大成

４〜５月 ５〜６月 ６〜７月 ７〜８月

９〜 10 月 10 〜 11 月 11 〜 12 月 １〜２月

社会学

世間と個人を学ぶ
［生活・共生・ジェンダー］
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　● 特集　“自らを成長させ続ける装置”を埋め込む　教養教育の現在

う意味が込められている。当時、教務
部長として「武蔵野BASIS」開発の中
心的役割を果たしてきた久富健教授は
述べる。「学生に自由に科目を選ばせ
ると、自身の専門に関連する科目か、
単位修得が楽な科目に偏りがちだ。だ
が、一生に一度は未知の学問分野に
触れて知の世界を広げることが、教養
科目の本来の意義ではないか」。中世
ヨーロッパにおいて必須の教養とされ
た自由七科＊1をモチーフに、全員が７
つの分野を学ぶ授業方法を採用した。
　「基礎セルフ」の授業は、教養教育
部会の教員だけでなく、学部の専任教
員や、意欲的な非常勤教員も担当す
る。教養と専門の間で教員の交流を図
るため、適任者を教養教育部会と各学
部で選んだ。各分野に教員が５人ずつ
配置され、35クラスに分かれて学生は
学んでいる。授業の内容は教員に任さ
れているが、内容の水準を１年生向け
に下げないという方針を共有。例えば
久富教授の哲学分野の授業では、１時
限目にデカルトやパスカルの原書を読
んで聴かせて解説を加え、２時限目に
自身がデカルト的な人間かパスカル的
な人間かを話し合わせる。
　多くの学生は高度な内容に苦心する
が、「それが目的だ」と久富教授は言
う。「大学の教養教育が崩れた原因の
一つは、学生にあわせて学びの水準を
下げたこと。本物の教養をドカンとぶ
つけて、大学の勉強は高校までとは違
う、と実感させたかった」。同時に、厳
格な出欠管理、マナーの徹底、ノート
の取り方の指導などを通して、大学で
学ぶための基本的な態度も身に付けさ
せる。能動性など授業態度も含めて成
績を評価し、単位を修得できなければ
進級させない。リセットして１年次を

再スタートすることになる。
　２年次には「発展セルフディベロッ
プメント」として、基礎セルフの７分野
に対応した15科目を開講。うち２科目
が選択必修となっており、学生は関心
を持った分野をさらに深める。

　「武蔵野BASIS」は実施６年目を迎
え、さまざまな面で着実に成果を挙げ
ている。
　一つは学生募集への好影響だ。多く
の学部で「武蔵野BASIS」の存在が志
望理由の上位に入っている。特に、カ
リキュラム上の制約がありながら率先
して参加した看護学部は、他学部生と
共に授業を受けられる点がアピール材
料になっている。
　また、授業が厳しいため、不本意入
学や進路変更の学生は１年次に大学を
去り、２年次以降の中退率が大幅に低
下。大学全体の中退率も低下した。他
学部に友人ができるなど学生同士の交
流が活発になり、孤立を防ぐ点にも寄
与していると考えられる。
　学部の教員からも、「２年次以降の
ゼミ形式の授業でスムーズに議論が行
えるようになった」と学生の成長を実
感する声が挙がっている。

　同大学の教養教育改革の端緒を探
ると、1990年代後半に行き当たる。学
部増（1998年度以降、８学部増）、女
子大学からの共学化（2004年度）によ
る総合大学化を見据えて、当時の法人

と教員は「複数学部を持ちながら全学
的な特徴を打ち出すには教養教育がカ
ギになる」との認識で一致しており、
2000年度に教養教育部会を再組織化。
各学部共通科目担当の専任教員を所
属させ、全学的な基礎教育の構築を検
討し始めた。改革の直接的なきっかけ
は、2012年度の有明キャンパス開設決
定にある。学部単位で行われていた教
養教育を全てリセットし、１年次に１
つのキャンパスで集中的に全学共通の
基礎教育を行う現在の形をめざすこと
が、2007年頃に確定した。
　この形が採択された理由は複数あ
る。まず、大学としての一体感を保つ
ため。学部・学科でキャンパスを完全
に分けてしまうと、分離した「２つの大
学」になるという懸念があった。また、
従来の「１・２年次が教養、３・４年次
が専門」というカリキュラムは、専門が
本格化しないまま教養が２年間続くこ
とになり、「２年次にモチベーションが
落ちる」「就職活動のため専門を十分
に学べない」といった問題があった。
１年次が専門教育を受けるための準
備期間であることを明瞭にするため、
学生に対しては「教養科目」という名
称は使わず、アカデミックスキルを身
に付ける科目やキャリア教育科目を含
め、「基礎課程」と括ることにした。
　内容面の検討にあたっては、知識注
入型の授業から脱却し、学生にとって
生涯役立つ「生きる力」を育てること
がコンセプトになった。久富教授は当
時、ある企業のトップから「企業側は
大学生の学力にまったく期待していな
い。最初から、入社後に再教育をする
つもりで採用している」という話を聞
き、大きなショックを受けたという。在
学４年間で、企業人をうならせるよう

な魅力を備えた学生を育てたい、その
土台となる基礎課程にしたい、との思
いから、「武蔵野BASIS」「自己基礎
力」という名称と考え方が生まれた。

　「武蔵野BASIS」の具体的なカリ
キュラムの策定は、2008年度からの２
年間でなされた。推進母体となったの
は、教授会の上位に立つ意思決定機関
として学長の直下に設けられた「カリ
キュラム改革委員会」だ（図表３）。教
務部長が座長を務め、全４部長（図表
★印）と複数の職員が委員となった。
理事長と学長は同委員会にカリキュラ
ム編成権を委譲。50回以上の会議を経
て、実施内容と教員の配置を固めた。
　2010年３月に全学部教授会の同意が
得られるまで、委員会は各学部・学科
とミーティングを重ねた。それまでは
教養科目の内容、教員配置は各学部で
決め、非常勤教員も学部で採用してい
た。それが一転して、各学部が管轄し
ていた教養科目のほとんどを廃止する
ことになる。話し合いは一筋縄ではい

かなかったという。この時の話し合い
を機に、専任教員については「どの授
業を担当することになっても業務とし
て受け止める」というルールができる
に至った。
　改革を成し遂げられた要因の一つ
が、委員会が一枚岩であったことだ。
会議には全４部長が必ず出席して改革
への思いを語り合い、委員会としての
方針を一つにまとめてから発信するよ
うにした。寺崎修学長のリーダーシッ
プも、委員会を強力に後押しした。と
もすれば牧歌的ともいえる学風を変え
るために、専任教員の所属や担当科目
を大幅に変更、非常勤教員を30〜40人
規模で入れ替えた。
　「職員の協力も大きかった」と久富
教授は振り返る。全学共通課程は同大
学にとって初の試み。さらに各クラス
が３週間ごとのローテーションで７分
野の教員の授業を順番に受けるという
「基礎セルフ」の形式は前例がなく、
当初は多くの職員が反発したという。
衝突も厭わず意見を交わし合った結
果、理念を共有でき、職員はクラス分
けのしくみづくりや授業時間の調整な
どに奔走。ほぼ委員会の構想どおりの

カリキュラムが実現した。

　2015年度入試からは、「武蔵野
BASIS育成型入試」を実施している。
受験生は８月のオープンキャンパス
で、「基礎セルフ」と同じ２時限続きの
授業を受講。各学部の教員がグループ
学習の様子や提出課題を見て、「育て
たい」と思える受験生を合格させる。
「セルフディベロップメント」の趣旨を
高校生に理解してもらうとともに、入
学後にグループワークをリードしてく
れる人材を入れて、「基礎セルフ」や
学科のゼミをより活性化させることを
目的としている。
　同じく2015年度から、第２次カリ
キュラム改革の一環として４学期制が
導入されている。学期ごとに授業を完
結させるために２時限連続の授業が増
えたが、学生は「基礎セルフ」でこれ
に慣れており、教員の予想以上に集中
力が持続しているという。
　課題の一つは、専門課程のカリキュ
ラムとの連携だ。2015年度以降に実施
予定の全科目のナンバリング作業で、
基礎課程、専門課程、留学、インター
ンシップなどを交えた学びの動線をつ
くっていく。
　今後の改革の柱は「グローバル教
育」。2016年４月にはグローバル学部
が開設予定＊2 で、同学部のグローバ
ルビジネス学科は、英語でビジネスを
学び、オールイングリッシュで卒業で
きるという特徴を持つ。これに歩調を
合わせる形で、「武蔵野BASIS」でも
独自のグローバル教育の準備を進め
ている。

＊１  文法、修辞学、弁証法（論理学）、算術、天文学、幾何学、音楽

新キャンパス開設を機に
教養教育を全学共通化

他学部との共同履修が
受験生にとっての魅力に

学長直属の委員会が
各学科と議論を重ねる

新たな入試方式に
基礎セルフの理念を反映

【図表３】武蔵野BASISの計画・運営体制

＊２　収容定員増認可申請中、届出書類提出中
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